
数学B 
第２章　統計的な推測 

二項分布の正規分布による近似



○二項分布とは・・・。

１回の試行で事象Aの起こる確率を とする 

この試行をn回行う反復試行において、Aの起こる回数をXとすれば 

Xは二項分布B(n,p)に従う確率変数である

P

X=rである確率を とするとPr

＝ 　ただし、 ・・・,nPr nCr prqn−r q = 1 − p, r = 0,1,2,

E(X) = np, σ(X) = npq



二項分布のグラフの形は、nが大きくなるにつれて 

正規分布曲線 
に近づく



https://
www.geogebra.org/m/
ACN8q6RX

https://www.geogebra.org/m/ACN8q6RX
https://www.geogebra.org/m/ACN8q6RX
https://www.geogebra.org/m/ACN8q6RX


＜まとめ＞

① 二項分布 B(n,p)に従う確率変数Xは、 

　nが大きいとき、近似的に正規分布N(np,npq)に従う。

② 二項分布 B(n,p)に従う確率変数Xに対し、 

　　　 は、 

　nが大きいとき、近似的に標準正規分布 N(0,1)に従う

Z =
X − np

npq



１個のさいころを720回投げて、１の目が出る回数をXとする。 

110≦X≦130となる確率を標準正規分布 N(0,1)で近似する方法で求めよ。


